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§１．研究成果の概要 

 

本グループでは、arcRNAを足場として形成される RNP 構造体の作動のために必要な構造構築

機構を明らかにし、それを人為的に操作する技術の開発を目標としている。本年度、廣瀬グルー

プでは、パラスペックルと核内ストレス体（nSB）の arcRNAの研究をさらに進めた。構造体の形成機

構については、RNP 骨格によるミセル化理論に基づいたパラスペックル形成機構に関わる因子の

同定を進め、ミセル構造形成機構の理解が進んだ。一方 nSB の作動機構について、温度変化に

応じた RNA メチル化を介したスポンジ機能を明らかにし、るつぼ機能とスポンジ機能という２つの

制御機能を nSBが同時に作動していることを明らかにした。これらの成果は、2 本の EMBO J 論文

として発表し、RNP構造体の多機能を担う内部構造の解明に向けた基盤が整った。足達グループ

は、RNP構造体のプロテオミクス解析技術の高度化を目指し、近接ラベリングによるタンパク質複

合体情報取得技術を至適化し、実際に複数の構造体の構成タンパク質の相互作用因子を網羅的

に同定し、構造体毎に特徴的な因子群が同定できることを明らかにした。今後、RNP 構造体の動

的変化や変異体の相違点を検出する有効な技術と期待される。中谷、堂野グループでは、これま

でに開発した特定のリピート RNAに高い親和性をもつ化合物を鍵分子として、結合親和性や認識

配列選択性が異なる誘導体群を複数取得することに成功し、今後グループ内で細胞内の RNP構

造体に与える効果を検証していく予定である。また光照射に応答して結合解離が制御される光応

答性誘導体について有望な化合物の取得にも成功した。以上のように、RNP 構造体の形成・作動

機構の解明、構成因子解析、人為的操作技術開発といった全般にわたって予想以上に進展して

おり、今後グループ内での連携によって RNP 構造体研究のさらなる展開を可能にする基盤が整

備できた。 

 



§２．研究実施体制 

 

（１）形成・作動原理探究（廣瀬）グループ 

① 研究代表者：廣瀬 哲郎 （大阪大学・大学院生命機能研究科 教授） 

② 研究項目 

・arcRNAによる構造体形成の機構解明 

・arcRNAによる構造体形成の理論構築と検証 

・構造解析に向けた構造体調製法の開発 

・RNP構造体の作動機構の解明 

・RNP構造体の物性と作動機構の関連付け 

・人為的操作による構造体変化の検証 

・新規 arcRNA探索と機能の一般化 

 

（2）オミックス解析（足達）グループ 

① 主たる共同研究者：足達 俊吾（産業技術総合研究所・細胞分子工学研究部門・主任研究

員） 

② 研究項目 

・RNP構造体のプロテオミクス解析 

・RNP構造体のインタラクトーム解析 

・人為的操作による構造体構成変化の検証 

 

（3）ケミカル操作技術（中谷、堂野）グループ 

① 主たる共同研究者：中谷 和彦（大阪大学・産業科学研究所・教授） 

② 研究項目 

・化合物による局所的・時期特異的な構造体機能制御系の確立 

・化合物による構造体形成中間体の作出 

・疾患関連リピート RNAに対する化合物取得 
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